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は　じ　め　に
規格外動物用医薬品及び偽造動
物用医薬品とは，国際獣疫事務局
（以下，WOAH）により，それぞ
れ，承認された動物用医薬品であ
るが品質基準や仕様規格を満たな
いもの（規格外医薬品），故意ま
たは不正に販売名や製造販売業者

名を偽っているもの（偽造医薬品）と定義され，規格
外・偽造動物用医薬品（Substandard and Falsified 

Veterinar y products）と総称されている［1］．WOAH

は規格外・偽造動物用医薬品により，期待された治療・
予防効果が得られないことや，副作用等の発現による健
康被害，薬剤耐性菌の発生の助長等が生じることで，動
物衛生及び公衆衛生への危害が拡大をすることを警戒し
対応の強化を図っている．
人用医薬品の分野においては，世界保健機構（以下，

WHO）が 2013年に規格外・偽造医薬品への対応メカ
ニズムを立ち上げ，モニタリングや取締の強化，各国規
制当局の連携体制の構築，リスク啓発等に取り組んでい
る．これにより，中・低所得国において流通する人用医
薬品の 10.5％が規格外・偽造医薬品であること，抗が
ん剤等の高価な医薬品のみならずビタミン剤等の安価な
製品やジェネリック医薬品も偽造の対象となること，抗
マラリア薬や抗菌薬に規格外・偽造医薬品の報告が多く
違法な路上マーケットや規制を受けていないウェブサイ
ト等で流通していること等の実態が明らかにされている
［2, 3］．一方，動物分野における規格外・偽造医薬品の
流通実態に関しては世界規模での調査は行われておら
ず，一部の研究者により分析がなされているに留まる．
動物用医品の世界的な業界団体である Health for Ani-

malsは，規格外医薬品，偽造医薬品，未登録医薬品等
の市場規模を世界の動物用医薬品の市場規模のおおよそ
3％，金額にして 10億ドルと見積もっている［4］．また，
違法な動物用医薬品の取引は一部地域のみならず世界の
どの国においても起き得ることであり，特に愛玩動物向

けの医薬品についてグローバルノースにおいて急増して
いるとし，これらの背景には個人によるインターネット
取引の増加や，違法医薬品の価格の低さ，消費者のリス
クに対する認識不足があることを指摘している［4, 5］．
本稿においては，規格外・偽造動物用医薬品をめぐる
国際的な動き及びわが国の取組について紹介する．

1　動物分野における規格外・偽造医薬品に対する国際
的な動き
2015年にWHO総会において採択された「薬剤耐性

に係るグローバルアクションプラン」では，薬剤耐性菌
の発生を助長する課題の一つとして人及び動物用の規格
外医薬品のまん延をあげている［6］．また，2018年に
WOAHが開催した「動物用抗菌薬の慎重かつ責任ある
使用に関する会議」から出されたリコメンデーションに
は，WHOが運用する規格外・偽造医薬品の国際的な
サーベイランスシステム（Global Sur veillance and 

Monitoring System for substandard and falsif ied 

medical products）を参考に，動物分野においても規
格外・偽造医薬品について各国の規制当局が情報共有で
きるシステムを構築することが記載された［7］．これを
受けWOAHは，規格外・偽造動物用医薬品に係る国際
的なサーベイランスシステムであるVeterinar y Sur veil-

lance System for Substandard and Falsified Veteri-

nar y Products（以下，VSAFE）を立ち上げ 2022年か
ら試行を開始している．VSAFEを通じて各国の規制当
局が連携し，規格外・偽造医薬品への監視を強化するこ
とで品質の高い動物用医薬品が提供され，動物衛生，公
衆衛生，動物福祉，食品安全に資することが期待されて
いる．現在，VSAFEには 64カ国が参加しており（2024

年 10月時点），わが国は 2024年 7月から参加している．
参加国は当該国内において規格外・偽造動物用医薬品の
存在が確認された場合にはVSAFEを通じた通報（Imme-

diate Notification）や，確認されなかった場合はその旨
の月次申告（Monthly Declaration），さらに年次報告
（Baseline Repor t）を提出することが求められている．
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VSAFEは現時点では試行段階のため，各国による通報
内容は原則として参加国の規制当局のみに共有され一般
には公開されていないが，動物衛生または公衆衛生に甚
大な影響がある事例については，全加盟国にアラートが
発出されることとなっている．VSAFE試行後，アラー
トに該当する事例は 5例あり（2024年 10月時点），そ
の中には有効成分が未含有の抗菌薬や抗菌薬の偽造品の
事例が含まれていた．規格外・偽造医薬品の通報は，こ
れまでに計 200件以上（2024年 10月時点）されており，
抗菌薬，ワクチン，抗寄生虫薬の通報が全体の 6割以
上を占めている．報告された事例の約半数においてはラ
ボ検査による品質検査が実施されており，有効成分未含
有や，規定量の超過または不足，本来含まれない成分や
異物の検出，細菌汚染等が確認されている．規格外・偽
造動物物用医薬品の流通実態に関する情報は乏しいが，
WOAHが既存の研究論文等の情報等を分析した結果で
は，抗菌薬については検査サンプルの 11～95％，抗寄
生虫薬については 22～58％が規格外・偽造医薬品であ
ることが示唆されており［8］，VSAFEへの通報内容と
同様の傾向となっている．今後，規格外・偽造動物用医
薬品の流通実態については VSAFEの本格稼働によって
明らかにされることに期待したい．

2　わが国への規格外・偽造医薬品の流入可能性
日本における規格外・偽造医薬品への規制として，医
薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に
関する法律（以下，薬機法）55条第 2項において，模
造に係る医薬品は，販売し，授与し，又は販売若しくは
授与の目的で製造し，輸入し，貯蔵し，若しくは陳列し
てはならないとされている．未承認医薬品の販売・授与
は同法 55条で禁止されており，また，同法 56条にお
いては，承認内容と成分・分量が異なるものや，不潔な
物質や微生物に汚染されているもの，異物が混入してい
るもの等の販売が禁止されている．さらに，販売業が許
可制である等，医薬品のサプライチェーンが厳格に管理
されているため日本国内において規格外・偽造医薬品が
製造され，それらが国内で流通する可能性はきわめて低
く海外から流入してくるものと考えられる．わが国に人
用の規格外・偽造医薬品が流入するルートについては，
個人輸入の仕組が関係しているとされ実際に輸入された
医薬品から規格外・偽造医薬品が検出されている［9］．
個人輸入とは，個人が自らに使用する目的や医師が患
者に用いる場合（動物用医薬品であれば牛，馬，豚，鶏，
うずら，蜜蜂及び食用に供するために養殖されている水
産動物以外の動物の飼養者が当該動物に使用する目的や
獣医師が患畜に用いる場合）に限り，輸入者個人または
医師の自己責任において未承認医薬品の輸入が可能とな
る制度である．最近では，インターネットを通じた個人

輸入代行業者への注文等により個人輸入の仕組を使用す
ることが一般化している．厚生労働省ではインターネッ
ト上で海外から日本国内向けに販売されている製品を買
い上げる分析調査を平成 23年から行っており，特に勃
起不全治療薬や痩身を目的とした製品の偽造品が検出さ
れている．また，これらによる死亡や重篤な副作用など
の健康被害が実際に発生しており，個人輸入を経験した
者へのアンケート調査では全体の 16％が副作用の経験
があると回答している［9］．これを受け，厚生労働省は
個人輸入に関するリスクの啓発や，海外における規格
外・偽造医薬品情報の提供等を行う等，注意喚起を行っ
ている［10］．
動物用医薬品においても人用医薬品と同様に，規格
外・偽造医薬品が国内に流入するルートとしては個人輸
入が想定されるが，現在のところ輸入された動物用医薬
品による健康被害が問題となった事例はない．

3　動物用医薬品の個人輸入の状況
令和 5年度の動物用医薬品に係る輸入確認の申請状
況を表 1に示している．1回当たりの輸入数量によって
は申請が不要な場合等もあることから，輸入確認申請数
と実際の輸入数量は一致しないが，申請状況から輸入の
傾向を捉えることは可能であると考えられる．獣医師に
よる個人輸入については馬や犬猫に用いる医薬品の割合
が高く，申請時に申告があった輸入理由としては，国内
に代替がない医薬品を入手する目的が多くなっている．
また，一方で，安価であるという理由で新興国産の医薬
品を輸入している事例も少数ではあるが見受けられる．
なお，輸入した未承認動物用医薬品により健康被害等が
生じた場合，その責任は獣医師が負うため，常日頃から
輸入した製品の副作用情報や製品の回収状況，規格外・
偽造医薬品の情報等の収集が必要となる．飼い主による
輸入については，牛，馬，豚，鶏，うずら，蜜蜂及び食
用に供するために養殖されている水産動物向けの動物用
医薬品の輸入が禁止されているため，主にレース鳩や犬
猫に用いる医薬品が輸入されている．レース鳩について
は日本にその専用品がないことが主要な輸入理由となっ
ている．犬猫については，国内承認品の並行輸入品や類
似品を安価に購入する目的が最も多く，その他として
は，訪日や帰国に伴い現地で使用していた医薬品を国内
において継続使用するための輸入や，医薬品的な効果・
効能を標榜したサプリメントの輸入等がある．
獣医師及び飼い主による犬猫用医薬品の製剤区分別の
輸入確認申請状況を表 2に示しており，飼い主による輸
入では抗菌薬・抗ウイルス薬や抗寄生虫薬が多くなって
いる．抗寄生虫薬については要指示医薬品に該当する抗
フィラリア薬を輸入しようとする事例もあるが，そのほと
んどの場合において添付書類不備等により輸入確認申請
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に至っていないため申請実績には反映されていない．要
指示医薬品を飼い主が輸入するには，動物用医薬品等取
締規則第 179条の 2により獣医師から交付を受けた処
方箋又は指示書の写しの添付が必要とされているが，こ
れらを入手できないことで輸入が認められず，廃棄また
は返送処分となった事例が目立つ．この背景として，多
くの個人輸入代行業者のインターネットサイトにおいて
は，要指示医薬品であっても，さも動物病院による診察
が不要で安価に正規品が購入できると受け止められるよ
うな文言等により購入を誘引する広告を行っていること
に関係があると考えられる．これらのサイトから購入し
た飼い主の中には，購入した商品が国内未承認医薬品で
あることや海外発送であることを把握していない者や，

要指示医薬品であることへの認識がない者もおり，「い
つも使っている薬と同じだから問題無い」，という意
識を持っていることが多い．特に飼い主が輸入する医薬
品はアジア地域に拠点を置く事業者から発送される傾向
にあるが，輸出国においてその医薬品がどのように流通
し品質管理されているものなのか，また規制当局の管理
下にあるものなのか等は不明である．実際に，本年度タ
イにおいては国外で製造され密輸されたとみられる偽造
医薬品数十万点がタイ食品医薬品局により大量に押収し
た事例も報告されている（図 1）．日本向けに非正規の
ルートで輸出される製品については，規格外・偽造医薬
品である可能性や，何らかの物質が混入している可能
性，微生物用に汚染されている可能性等もあるが，飼い
主による個人輸入においては，これらのリスクが考慮さ
れていないおそれがある．そこで，農林水産省は令和 6

年度より，違法に広告を行う事業者への指導や違法広告
サイトの通報窓口の開設，飼い主向けの個人輸入に係る
リスク啓発の強化を開始したため，その内容を後述する．

4　違法に未承認動物用医薬品の広告を行う個人輸入代
行業者等への農林水産省の指導状況
未承認医薬品はその安全性や有効性が確認されたもの
ではないことから，その広告は薬機法 68条により禁止
されている．広告とは，顧客を誘引する（顧客の購入意
欲を昂進させる）意図が明確であること，特定の医薬品
等の商品名が明らかにされていること，一般人が認知で
きる状態にあること等を満たす場合を指す．個人輸入代
行業者のインターネットサイトや SNS等においては，未
承認医薬品薬の広告または広告疑いが横行していため，
農林水産省はこれまでも事業者や違法広告が掲載されて
いるサイトの管理者等への指導を実施してきた．しかし，

表 1　令和 5年度における動物用医薬品の輸入確認申請状況

診 療 用 個 人 用 合　　計

件 数＊1 個 数 種 類＊2 件 数 個 数 種 類 件 数 個 数 種 類

牛 484 14,295 32 - - - 484 14,295 32
豚 45 2,372 4 - - - 45 2,372 4
馬 1,281 95,268 282 - - - 1,281 95,268 282
鶏 0 0 0 - - - 0 0 0
蜜　蜂 1 5,020 1 - - - 1 5,020 1
養殖魚 5 83 3 - - - 5 83 3
犬・猫 1,115 60,467 289 116 1,624 83 1,231 62,091 372
めん羊・山羊 2 14 3 7 10 2 9 24 5
レース鳩 2 38 6 56 1,610 47 58 1,648 53
その他 14 345 1 4 67 1 18 412 2
動物に使用しない 1 4 1 0 0 0 1 4 1

合　計 2,950 177,906 622 183 3,311 133 3,133 181,217 755

＊1：  申請のあった動物用医薬品の輸入確認件数（1件当たりに複数の動物種に対する動物用医薬品の申請があった場合もまとめ
て 1件とカウント）

＊2：  製品名のカウント（同一薬でも使用動物種が異なるものは別の種類としてカウント）

表 2　令和 5年度における犬猫用医薬品の輸入確認申請状
況（製剤区分別）

診療用 個人用

個 数 種 類 個 数 種 類

神経系用薬 842 30 1 1
循環・呼吸器官及び 
泌尿器系用薬

751 28 22 5

消化器官用薬 862 17 1 1
抗炎症薬 768 28 17 6
繁殖用薬 275 4 0 0
外用薬 10,008 55 93 10
代謝性用薬 2,497 72 17 7
抗菌薬・抗ウイルス薬 6,115 56 536 18
駆虫薬 92 16 298 26
生物学的製剤 0 0 0 0
治療を主目的としない
医薬品

38,072 5 609 4

その他 154 3 30 11

総　計 60,436 314 1,624 89
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違法広告を行う事業者の多くが海外に拠点を置いている
ことから，日本の国内法に基づく指導には限界があっ
た．そのため，農林水産省の指導に従わず違法な広告を
継続する事業者のリストを令和 6年 9月より当省ホーム
ページに公開し，国民向けに情報提供を行っている．ま
た，同時に，違法に広告を行うサイトを発見した場合の
通報も受け付けている．（https://www.maf f.go.jp/j/

syouan/tikusui/yakuzi/y_impor t/kakunin.html）．

5　愛玩動物の飼い主向けの規格外・偽造医薬品に係る
リスク啓発活動
前述のとおり，動物用医薬品を輸入する飼い主の中に
は，海外から未承認医薬品を輸入していることの認識が
ないものが散見され，特に愛玩動物向けの動物用医薬品

については個人輸入代行業者による違法な広告に誘引さ
れ安易に購入しているおそれがあると考えられた．この
ため，農林水産省としては飼い主向けに，個人輸入に関
するリスク等を十分に認識していただくために必要な情
報発信を開始した．具体的には，愛玩動物の飼い主を対
象とした個人輸入に係るリスク啓発資料（図 2）を作成
し当省ホームページやイベントにおいて情報発信を行っ
ている（図 3）．リスク啓発資料の裏面は，個人輸入を
行うに当たってのチェックリストとなっており，輸入す
る医薬品は国内未承認医薬品であり有効生や安全性が確

図 1　2024年 6月にタイ政府が摘発した動物用医薬品
タイ食品医薬品局（Food and Drug Administra-

tion：FDA）より提供

海外から輸入するお薬には
大切なペットの健康被害や
思わぬトラブルのリスクが
あります。

CAUTION

個人輸入の現状について、
もっと詳しく知りたい方は
こちらのQRから

リスク啓
発のPDF
に飛ぶ

QR

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

そのその動物用医薬品動物用医薬品ののの個人輸入そのその動物用医薬品動物用医薬品
ほんとほんとほんとに

動物用医薬品動物用医薬品ののの個人輸入動物用医薬品
にににに大丈夫？

簡単ではありません。

簡単に買えるって動画や
SNSで聞いたんだけど…

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
薬機法に基づき、必ず農林水産省の手続き
を行う必要があり、手続きを行わずに輸入
することは違法になります。場合により、
返送や廃棄になる可能性もあります。

安くてもリスクが伴います。

病院で買うより安いのに！

一部の国では組織的に偽薬が製造され、
先進国がターゲットになっています。
また、粗悪な製品も横行しています。購入
や使用時にトラブルが発生しても、輸入代
行業者は責任を負わない可能性があります。

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

個人輸入の現状について、
もっと詳しく知りたい方は

から

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

簡単ではありません。

簡単に買えるって動画や
で聞いたんだけど

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
必ず農林水産省の手続き

があり、手続きを行わずに輸入
になります。場合により、

になる可能性もあります。

が製造され、が製造され、
先進国がターゲットになっています。先進国がターゲットになっています。

しています。購入
や使用時にトラブルが発生しても、輸入代
行業者は責任を負わない可能性があります。

簡単に買えるって動画や
で聞いたんだけど…

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
必ず農林水産省の手続き

があり、手続きを行わずに輸入
になります。場合により、

リスク啓
発のPDF
に飛ぶ

QR

リスク啓
発の

に飛ぶ

動物用医薬品の個人輸入には様々なリスクが伴います。
大事なペットを守るため、通販サイトで動物用医薬品を購入する前には、
次の項目をチェックしましょう。

Check !

✓
Check !

✓✓✓

動物用医薬品の個人輸入を検討中の
飼い主さん向けチェックリスト

大事なペットを守るため、通販サイトで動物用医薬品を購入する前には、

動物用医薬品の個人輸入を検討中の

 安価な製品は、日本では未承認のもの、偽薬、粗悪品、有効期限が短い製品の可能性があります。
 海外では、正規品を装った偽薬が組織的に製造されています。

製品の価格は動物病院で処方されるよりはるかに安い価格ではありませんか？

購入について、かかりつけの獣医師に相談はしましたか？
 かかりつけの獣医師は、
・ペットの健康状態、過去に服用した薬、現在服用している薬を把握しています。
・動物と薬に関する専門知識（正しい使い方、副作用とその対処方法、飲み合わせ等）を有しています。
・購入する薬が本当に必要か、安全なのかを判断することができます。

飼い主さんご自身の判断で購入・使用はせず、まずは専門家であるかかりつけの獣医師に相談するようにしましょう。

掲載されている製品のラベルは日本語で記載されていますか？
日本で承認された動物用医薬品であることを確認しましたか？

 日本で承認された動物用医薬品は製品名等が必ず日本語で記載されています。
 日本語以外で記載された製品は、国内で有効性、安全性が確認されていない未承認の動物用医薬品です。

※日本語であっても未承認医薬品の可能性もあります。
国内で承認された動物用医薬品か疑問に感じたら、
「「動動物物用用医医薬薬品品等等デデーータタベベーースス」」（農林水産省動物医薬品検査所HP）から確認しましょう。

製品の発送元や通販サイトの運営会社所在地は海外ではありませんか？
 日本語のサイトであっても、海外事業者が日本向けに広告している場合があります。
 通販サイトの運営会社所在地が海外である場合、製品は海外から発送される可能性が高いです。
 海外から直接発送される製品の全ては日本では未承認の動物用医薬品です。
未承認動物用医薬品の広告は医薬品医療機器等法第68条により禁止されています。
農林水産省では、是正指導に従わない違法な通販サイトをホームページ上に掲載しています。
トラブルを避けるためにも違法な広告を行うサイトは利用しないようご注意ください。

通販内に税関からハガキが届いた場合について記載されていますか？

 この場合、海外から未承認動物用医薬品が発送されるケースとなります。
 そのサイトに輸入手続き不要と書いてあったとしても、動物用医薬品を海外から購入し、輸入する

場合は必ず輸入確認手続きを行う必要があります。
 手続きを行わずに輸入した場合は違法となります。
輸入確認手続を行っていない動物用医薬品が税関で認められた場合、荷物は保留となり通関できません。

通販サイトは動物用医薬品の販売業許可を持っていますか？
 日本で承認された動物用医薬品を正規に販売する業者は必ず動物用医薬品の販売業許可を取得する必

要があります。
 販売業許可を持っているサイトには、許可番号、国内販売店の住所、勤務薬剤師等の情報が記載され

ています。（特定商取引法に基づく表示ページ等に記載されています）。
 販売業許可が確認できない通販サイトは未承認医薬品を海外から輸入している可能性があります。
販売業許可を持つサイトであっても、未承認医薬品の輸入、販売が行われている場合があります。
他のチェック項目と合わせてよく確認することが大切です。

個人輸入のリスクは確認しましたか？
 動物用医薬品の個人輸入では、購入や使用時にトラブルが発生する可能性があります
個人輸入のリスクについて次のページをチェックしましょう。

QR

通販サイトの運営会社所在地が海外である場合、製品は海外から発送される可能性が高いです。

QR

図 2　愛玩動物の飼い主向けの個人輸入に
かかるリスク啓発資料
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認されていないこと，規格外・偽造医薬品を購入するリ
スクがあること，健康被害が起きる可能性があること，
飼い主自身の判断で購入・使用はせずに，かかりつけの
獣医師に相談すること等の内容を含んでいる．

お　わ　り　に
インターネット取引の普及により，規格外・偽造医薬
品は海外の一部地域の問題ではなく，日本を含む世界の
どの地域においても脅威となっており，それらのわが国
への流入経路については個人輸入が想定される．特に愛
玩動物向けの動物用医薬品が規格外・偽造医薬品のター
ゲットになりやすいとの報告もあるが，これらを販売す
る個人輸入代行業者の中では違法な広告が横行してお
り，飼い主が個人輸入のリスクを十分に理解できない状
況となっているおそれがある．幸いにも国内において，
規格外・偽造医薬品による動物の健康被害等が生じた事
例の報告はされていないが，表面化されていない可能性
も否定できない．ペットの飼い主等から，動物用医薬品
の個人輸入に関して相談を受けた際には，図 2等の資
料を用い，海外からの未承認医薬品の輸入には規格外・
偽造医薬品のリスクがあり，服薬による健康被害等の被
害のリスクも内包していることの啓発について，ご協

図 3　2024動物感謝デー in JAPANにおける動物用医薬品
の個人輸入に係るリスク啓発活動の様子

力をお願いしたい．
行政としても，規格外・偽造医薬品に対する注意喚起
や啓発，違法広告を行う個人輸入代行業者の取締等，よ
り一層，対策に取り組みたいと考えている．
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海外から輸入するお薬には
大切なペットの健康被害や
思わぬトラブルのリスクが
あります。

CAUTION

個人輸入の現状について、
もっと詳しく知りたい方は
こちらのQRから

リスク啓
発のPDF
に飛ぶ

QR

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

そのその動物用医薬品動物用医薬品ののの個人輸入そのその動物用医薬品動物用医薬品
ほんとほんとほんとに

動物用医薬品動物用医薬品ののの個人輸入動物用医薬品
にににに大丈夫？

簡単ではありません。

簡単に買えるって動画や
SNSで聞いたんだけど…

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
薬機法に基づき、必ず農林水産省の手続き
を行う必要があり、手続きを行わずに輸入
することは違法になります。場合により、
返送や廃棄になる可能性もあります。

安くてもリスクが伴います。

病院で買うより安いのに！

一部の国では組織的に偽薬が製造され、
先進国がターゲットになっています。
また、粗悪な製品も横行しています。購入
や使用時にトラブルが発生しても、輸入代
行業者は責任を負わない可能性があります。

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

個人輸入の現状について、
もっと詳しく知りたい方は

から

動物用医薬品はかかりつけの獣医師に
処方してもらうことをおすすめします。

簡単ではありません。

簡単に買えるって動画や
で聞いたんだけど

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
必ず農林水産省の手続き

があり、手続きを行わずに輸入
になります。場合により、

になる可能性もあります。

が製造され、が製造され、
先進国がターゲットになっています。先進国がターゲットになっています。

しています。購入
や使用時にトラブルが発生しても、輸入代
行業者は責任を負わない可能性があります。

簡単に買えるって動画や
で聞いたんだけど…

一般の方が動物用医薬品を輸入する際には、
必ず農林水産省の手続き

があり、手続きを行わずに輸入
になります。場合により、

リスク啓
発のPDF
に飛ぶ

QR

リスク啓
発の

に飛ぶ
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動物用医薬品の個人輸入には様々なリスクが伴います。
大事なペットを守るため、通販サイトで動物用医薬品を購入する前には、
次の項目をチェックしましょう。

Check !

✓
Check !

✓✓✓

動物用医薬品の個人輸入を検討中の
飼い主さん向けチェックリスト

大事なペットを守るため、通販サイトで動物用医薬品を購入する前には、

動物用医薬品の個人輸入を検討中の

 安価な製品は、日本では未承認のもの、偽薬、粗悪品、有効期限が短い製品の可能性があります。
 海外では、正規品を装った偽薬が組織的に製造されています。

製品の価格は動物病院で処方されるよりはるかに安い価格ではありませんか？

購入について、かかりつけの獣医師に相談はしましたか？
 かかりつけの獣医師は、
・ペットの健康状態、過去に服用した薬、現在服用している薬を把握しています。
・動物と薬に関する専門知識（正しい使い方、副作用とその対処方法、飲み合わせ等）を有しています。
・購入する薬が本当に必要か、安全なのかを判断することができます。

飼い主さんご自身の判断で購入・使用はせず、まずは専門家であるかかりつけの獣医師に相談するようにしましょう。

掲載されている製品のラベルは日本語で記載されていますか？
日本で承認された動物用医薬品であることを確認しましたか？

 日本で承認された動物用医薬品は製品名等が必ず日本語で記載されています。
 日本語以外で記載された製品は、国内で有効性、安全性が確認されていない未承認の動物用医薬品です。

※日本語であっても未承認医薬品の可能性もあります。
国内で承認された動物用医薬品か疑問に感じたら、
「「動動物物用用医医薬薬品品等等デデーータタベベーースス」」（農林水産省動物医薬品検査所HP）から確認しましょう。

製品の発送元や通販サイトの運営会社所在地は海外ではありませんか？
 日本語のサイトであっても、海外事業者が日本向けに広告している場合があります。
 通販サイトの運営会社所在地が海外である場合、製品は海外から発送される可能性が高いです。
 海外から直接発送される製品の全ては日本では未承認の動物用医薬品です。
未承認動物用医薬品の広告は医薬品医療機器等法第68条により禁止されています。
農林水産省では、是正指導に従わない違法な通販サイトをホームページ上に掲載しています。
トラブルを避けるためにも違法な広告を行うサイトは利用しないようご注意ください。

通販内に税関からハガキが届いた場合について記載されていますか？

 この場合、海外から未承認動物用医薬品が発送されるケースとなります。
 そのサイトに輸入手続き不要と書いてあったとしても、動物用医薬品を海外から購入し、輸入する

場合は必ず輸入確認手続きを行う必要があります。
 手続きを行わずに輸入した場合は違法となります。
輸入確認手続を行っていない動物用医薬品が税関で認められた場合、荷物は保留となり通関できません。

通販サイトは動物用医薬品の販売業許可を持っていますか？
 日本で承認された動物用医薬品を正規に販売する業者は必ず動物用医薬品の販売業許可を取得する必

要があります。
 販売業許可を持っているサイトには、許可番号、国内販売店の住所、勤務薬剤師等の情報が記載され

ています。（特定商取引法に基づく表示ページ等に記載されています）。
 販売業許可が確認できない通販サイトは未承認医薬品を海外から輸入している可能性があります。
販売業許可を持つサイトであっても、未承認医薬品の輸入、販売が行われている場合があります。
他のチェック項目と合わせてよく確認することが大切です。

個人輸入のリスクは確認しましたか？
 動物用医薬品の個人輸入では、購入や使用時にトラブルが発生する可能性があります
個人輸入のリスクについて次のページをチェックしましょう。

QR

通販サイトの運営会社所在地が海外である場合、製品は海外から発送される可能性が高いです。

QR


